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ラジオから、「長崎市民は全員退避せよ。繰り返す。長崎市民は全員退避せよ」という

声が繰り返し流されました。そしてその臨時ニュースの声が「全員退避・・・・」と言

ったところで、原爆が炸裂しました。そしてラジオの声は無変調になりました。アナウ

ンサーの声は、原爆が光ったその瞬間で途切れました。 

 

長崎原爆 

 

画像出所＝https://chigai-allguide.com/cw0149/ 

（画像はクリックすると、お借りした当該画像の元ページに飛ぶようにしています。 

画像は単なるイメージで本編とは関係のないものです。） 
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応援クリックは←こちらから。いつもありがとうございます。 

https://chigai-allguide.com/cw0149/
https://blog.with2.net/link/?689074


 

１日遅れになってしまいましたが、昨日９日は、長崎に原爆が落とされた日でした。 

午前１１時。黙祷を捧げさせていただきました。 

 

 ・・・ 

 

長崎で原爆が炸裂したのは、昭和２０(1945)年８月９日、午前１１時２分です。 

この原爆投下時の情況について、 

「空襲警報が鳴ったけれど、 

 なぜか解除されたところに 

 原爆が落ちた」 

とか、 

「大本営は B-29 の無線をキャッチしていたけれど、 

 これを放置した」 

とかいう論があります。 

 

はっきり申し上げますが、それは当時の軍を悪く言わんとする妄言です。 

ジャーナリストだから何を言っても良いと思うのは傲慢です。 

 

戦後では半島系の売文屋が、とんでも説を書いた本を出し、その本を「引用元」として学者

という肩書を持つやはり半島系の反日活動家が、それを「引用文献」として本にし、その本

をもとにアカヒなどの大手新聞社が宣伝と拡散を行って、その記事がまたひとり歩きする

というパターンが繰り返されました。 

 

愛はすべてにつながります。 

国を愛する心も同じです。 

いたずらに過去を否定され、愛を見失った日本人が、こうして拡散されたデマを頭から信じ

込み、覇気をなくし、国家の活力、企業の活力を失わせ、企業業績を悪化させました。 

そうすることで、企業や団体、組織が安く乗っ取られていきました。 

結果、ゆがんだ人たちにとっての「素晴らしい日本」ができました。 

 

ちなみにこの「引用」について、「引用元が明らかでない論説は学説の名に値しない」とい

う論がまかり通っていますが、引用のある論説だけを論だとするのは、悪意あるプロパガン

ダです。 

あたりまえです。 

引用元となっているもの自体が作り話であれば、その作り話が根拠となるからです。 



 

さて、当時の長崎市人口は２４万人でした。 

このうち、原爆によってお亡くなりになられた方は１４万９千人でした。 

なんと市民の６２％の命が、一瞬にして奪われています。 

 

このときの死者数は、すこし複雑です。 

一般に戦死や殉職死は、国家の保障の対象とされます。 

ところが原爆の場合には、 

 熱線による被害、 

 放射線による被害、 

 後障害、 

 高熱火災による被災、 

 爆風による被災、 

 建物倒壊等による被災 

など様々な状況があります。 

 

従って、即死、即日死をまぬがれた人であっても、その数日後、あるいは数カ月後にお亡く

なりになるケースが生まれます。 

長崎原爆の場合、爆心地から半径１ｋｍ以内が、即死・即日死で、およそ７万人。 

１ｋｍ圏外での即死・即日死が、周辺地での死者が７万人、 

そして数ヶ月のうちに亡くなった方を含めると、上の数になります。 

長崎への原爆投下は、本当に大災害を引き起こしたのです。 

 

ところが実は、被害はもっと大きかったかもしれなかったということは、あまり知られてい

ません。 

どういうことかというと、長崎への原爆投下の、つまりこの日の原爆投下の、当初目標地点

は、福岡県小倉市（現：北九州市）だったということです。 

 

当時の小倉市（現：北九州市）の人口は約３０万人です。 

小倉市は、長崎以上に平野部が広がっています。 

つまり長崎と違って、遮蔽物となる山がありません。 

そこに原爆が投下されると、熱線による被災は、 

北九州の戸畑、若松、八幡、門司全域だけでなく、 

さらに関門海峡を越えて対岸にある下関市にまでに及びます。 

 

従って被害規模は、推定で即日死が３０万人以上、数ヶ月後の死者を含めると、おそらく４



０万人以上の被害が生まれたことでしょう。 

数の代償の問題ではありませんが、この「当初目標地点が小倉市であった」という事実は、

私たちが知っておかなければならない重要な事実です。 

 

この日、原爆投下のために米軍が飛ばした B-29は６機でした。 

６機は別々に飛び立ち、硫黄島を経由して、屋久島上空で合流する予定でした。 

ところが４機にエンジントラブルが発生し、４機は、出発をし直しに帰還しています。 

残りの２機が午前９時４４分に、目標地点である小倉市に到達しました。 

 

飛来した B-29 に、小倉造兵廠にいた陸軍守備隊は、あらゆる火力を使って応戦しました。 

空中で炸裂できるもので、手元にあるもの全部を撃ちあげて、空中に巨大な煙幕を張ったの

です。 

３日前の６日には、広島に原爆が投下されているのです。 

B-29の大編隊なら焼夷弾投下の可能性もありますが、わずか２機で飛来したということは、

それは「原爆投下のためにやってきた可能性が大」なのです。 

 

ですから小倉造兵廠の陸軍守備隊は、市民を護るため、それこそ必死の応戦をしました。 

当時の日本の高射砲は、B-29 の高高度飛行までは弾が届きません。 

けれど爆弾投下のために B-29 は、高度２０００メートルくらいまで降りてきます。 

ですから、普通なら、B-29がある程度の低空飛行になるのを待って、高射砲を撃つのです。 

そうでないと弾がもったいないからです。 

日本は物資が少ないのです。 

 

ところがこのときの小倉造兵廠の陸軍守備隊は、B-29 の飛来とともに、あらゆる火力を動

員して、B-29の真下に、手許にある炸裂弾を片端から撃ちあげました。 

そうすることによって、B-29 の真下に、煙幕を張ったのです。 

 

大きな花火大会などを見に行かれたことのある方なら、ご理解いただけると思います。 

風向きによって、花火自体の煙が空を覆ってしまって、肝心の花火が全然見えなくなってし

まうことがあります。 

小倉造兵廠の陸軍守備隊は、まさにこれをやったのです。 

 

こうなると B-29 は、高い高度にある煙幕のために、目標地点の目視ができません。 

煙幕の下に出ようとすれば、今度は高射砲の餌食となります。 

それでも B-29は、４５分かけて、低空飛行に移って目標地点を補足しようとする行動を３

度繰り返しました。 



そしてその、まさに「めちゃくちゃに撃ってくる高射砲」の煙幕のために３度目の低空飛行

入りに失敗したとき、 

陸軍の芦屋飛行場から飛行第５９戦隊の五式戦闘機が、 

同時に海軍の築城基地から第２０３航空隊の零式艦上戦闘機１０機が、 

緊急発進でやってきたのです。 

 

B-29は空の要塞です。上下左右あらゆる方向に機銃を放つことができます。 

しかしどれだけ防衛機銃で弾幕を張っても、日本陸海軍のパイロットの技量は、それを上回

り、機銃を見事にかわして B-29を撃ち落としていたのです。 

その数なんと７１４機。 

損傷を与えた B-29は１５８８機に達します。 

 

果敢な日本陸海軍の攻撃に、B−２９は、ついに小倉への原爆投下を断念し、目標地点を第

二目標の長崎市に切り替えて、小倉の空から去ったのです。 

こうして、小倉市民は救われました。 

小倉から対岸の下関に及ぶ地域の４０万の命が守られたのは、まさに日本の陸海軍のおか

げです。 

本来、こういうことを学校で子供たちに教えなければならない。 

特に小倉から北九州界隈にかけての学校では、このことを教えるのは、本来、教育者として

の義務です。 

 

小倉上空を離脱した B-29 は、目標地点を第二目標の長崎に切り替えました。 

その B-29が、長崎上空に達したのは、小倉上空で原爆投下をしようとした約１時間後の午

前１０時５０分のことです。 

この日の長崎上空は、積雲に覆われていました。 

積雲は分厚い「夏の雲」です。 

つまり B-29 は、地上から発見されないまま長崎上空に到達しています。 

 

発見されていませんから、当然、地上からの反撃もありません。 

ところが B-29の側も困りました。 

GPSがまだなかった時代です。 

第二目標の長崎上空に達したことは機内での計算によってわかっているものの、積雲の上

を飛行しているため、原爆投下の目標地点の目視ができないのです。 

つまりそのままでは原爆の投下ができなかったのです。 

 

ところがこのとき、空を分厚く覆っていた積雲に突然割れ目が生じました。 



そこから眼下に長崎の街並が見えました。 

そこで B-29 は「手動操作で」原爆を投下しました。 

それが午前１１時１分のことです。 

放物線を描いて落下した原爆は、およそ１分後の午前１１時２分に炸裂しました。 

爆心地である炸裂の場所が、長崎市街中心部から約３km逸れたのは、このような事情があ

ったからです。 

 

原爆は、長崎市松浦上地区中央にあったテニスコート上空、高度５０３mで炸裂しました。 

長崎に投下された原爆の威力は TNT火薬換算で 22,000 トン（２２キロトン）です。 

これは、広島に投下されたウラン 235 型原爆の１.５倍の威力のある爆弾です。 

 

この炸裂によって、長崎市の浦上地区はほぼ完全に瓦礫の平原となり、一瞬で町に住む１４

万９千人がお亡くなりになられました。 

広島よりも威力の大きな爆弾で、広島（人口２０万人）よりも死傷者が少なかったのは、爆

心地が市街中心部から多少逸れたこと、および長崎市の周囲をとりまく山々が遮蔽物とな

ったことによります。 

それでもおよそ１５万人の市民の命が奪われました。 

 

では、どうして長崎では、空襲警報も応射も間に合わなかったのでしょうか。 

 

わずか３日前には、広島に原爆が落されたばかりです。 

当然のことながら、長崎でも強烈な危機感を持って B-29の飛来を警戒していました。 

一方、硫黄島を出た二機のB-29は、午前９時すぎに大分県姫島方面から日本領空に飛来し、

９時４４分に小倉に現れました。 

このため長崎では午前１０時過ぎに、いったん警戒警報の解除を行っています。 

なぜなら B-29の空爆先が小倉とわかったからです。 

いったん防空壕に避難した長崎市民も、日常の生活に戻りました。 

 

ところがその B-29は、小倉での爆弾投下に失敗しました。 

そして移動するのですが、北九州から長崎までの空は、ぶ厚い積雲が覆っています。 

また、高高度を飛行する B-29 は、雲の上を飛びますから、地上から見えません。 

 

このことは、B-29の側にとっても、地上が見えないことを意味します。 

そこで B-29 の乗員のひとりが、航法士に「現在地はどの辺りか」と尋ねたのです。 

このとき答えようとした航法士が、誤って内線用のインタホンのスイッチと外部送受信用

の無線スイッチを取り違えて、返事をしました。 



このため B-29の機内通信が、外に洩れました。 

よほど慌てたのでしょう。 

慌てた操縦士が運転を誤り、あやうくもう一機のB-29と空中で衝突しそうになっています。 

 

この無線を、鹿児島沖で作戦からはぐれて迷子になって飛行していた別な B-29がキャッチ

しました。 

その B-29が、突然はいってきた現在地を知らせる僚機の無線に、 

「チャック、いまどこにいる？」 

と音声無線を返したのです。 

これが午前１０時５０分です。 

 

この無線通信を、日本も傍受しました。 

ほんの一瞬の無線漏洩ですが、高度警戒態勢にあった日本の通信傍受隊は、B-29 の一機が

鹿児島沖にあり、もうひとつが長崎方面にいると場所を突き止めました。 

そしてすぐに長崎に警戒を呼びかけました。 

 

知らせを受けた長崎市では、すぐに空襲警報を鳴り響かせました。 

これを聞いたら、市民はなにはさておいても防空壕へ避難することになっています。 

いつもなら、これだけの対応なのですが、広島の原爆投下で甚大な被害を受けたばかりので

きごとです。 

軍と市は一体となって、空襲警報だけでなく、ラジオの臨時ニュースでも動員して、長崎市

民への緊急避難を呼びかけました。 

 

ラジオから、 

「長崎市民は全員退避せよ。 

 繰り返す。 

 長崎市民は全員退避せよ」 

という声が繰り返し流されました。 

 

そしてその臨時ニュースの声が「全員退避・・・・」と言ったところで、原爆が炸裂しまし

た。 

そしてラジオの声は無変調になりました。 

アナウンサーの声は、原爆が光ったその瞬間で途切れたのです。 

 

この当時の状況について、 

「長崎への原爆投下は、 



 空襲警報が鳴ったけれど、 

 なぜか解除された。 

 そこに原爆が落ちた」 

とか、 

「大本営は B-29 の無線をキャッチしていたが、これを放置した」 

とかいういますが、きっぱりと申し上げます。妄言です。 

 

長崎では、いったん空襲警報が解除されたあと、原爆の炸裂前に再度警報が出されているの

です。 

しかもその二度目の警報は、もしかしたらそれが新型爆弾（原爆のこと）かもしれないと知

っていながら、ラジオのアナウンサーも、局のスタッフも、死の瞬間まで市民への呼びかけ

をやめず、逃げずに繰り返したのです。 

そしてその放送は、軍の無線キャッチによる警戒情報発令があったからこそ行なわれたこ

とです。 

 

事実の断片だけを切り取って、まったく異なる事態であるかのようにすり替えることは、今

も昔も変わらぬ特亜国の宣伝工作や、日本国内にいる日本人のような顔をして日本語を話

す日本人でない人モドキの常套手段です。 

残念なことにいまだに、それを真実と思い込んでいる人が多いようですが、それが妄言に他

ならないことは、少し調べたらすぐにわかることです。 

 

 

また、北九州が「必死の抵抗を試みたことで救われた」ということは、私達日本が世界で唯

一の被爆国であるだけに、しっかりと認識すべきことです。 

なぜならこのことは、世界では、 

「必死の自衛を講じなければ、民族ごと蹂躙される」 

ということを意味しているからです。 

これが世界の現実であり、歴史なのです。 

 

北九州の小倉で行なわれた必死の抵抗は、まさに自衛権の行使です。 

上空が弾幕の煙幕で隠れてしまうほどの対空砲火を行ったということは、それが市街地で

すから、その対空砲火の流れ弾や上空で爆発した弾薬の破片等が市街地に落下してきて民

家等に被害をもたらす危険だってあるのです。 

けれど、だからといって対空砲火を「しなかった」なら、何が起こったのかに、私たちは気

づかなければならないと思います。 

 



現代の戦争は７９年前の戦争とはその破壊力もやり方もまったく異なります。 

早い話、１００万の軍勢も、一発のミサイルで消滅させることができる時代になっています。 

しかもその１００万の軍勢の動員を行おうとする指揮所自体を消滅させることもできるの

が現代戦です。 

さらに気象や災害までもが、人為的に引き起こされる。 

情報も操作される。 

 

中共はこれを「超限戦」と名付けました。 

文字通り、現代の戦争は、通常戦のみならず、外交戦、国家テロ戦、諜報戦、金融戦、ネッ

トワーク戦、法律戦、心理戦、メディア戦など、ありとあらゆる方面に及び、その支配の方

法は総合方向性、共時性、制限目標、無制限手段、非対称、最小消費、多元的協調、そして

全ての過程の調整に及びます。 

 

戦争に勝つということは、相手を屈服させ支配するということです。 

支配された側は、物理的なすべてを奪われるのみならず、精神的にも支配されることになり

ます。 

これを戦略的、計画的に行うのが、現代の戦争です。 

 

しかしこの論は、一点、重大な事実を見落としています。 

それは「底力」というものです。 

 

「支配する」ということは、「奪うこと」です。 

奪うために支配するのだし、支配することによって奪うことができます。 

より多くの人々を支配すれば、支配者は、より多くの富を得ることができます。 

これが支配の正体です。 

 

ただし、支配は、 

「いまあるもの」 

しか、奪うことも支配することもできません。 

「いまないもの」は、奪うことも支配することもできません。 

早い話、タイムマシンを支配しようとしても、そもそもタイムマシンは現代にありませんか

ら支配することができません。 

 

現代世界において、最大の富を生んでいるのが半導体です。 

その半導体は、まさに日進月歩です。 

半年も経ったら、陳腐化する世界です。 



ソフトウエアも同じです。 

たとえば、いまはまだ２D の youtube が主流ですが、後何年か後には、３D 動画が主流の

時代になるかもしれません。 

ネット会議のアバターも、いまはまだ漫画チックな画像ですが、あと何年か後には、リアル

な映像に間違いなく変わっていくことでしょう。 

 

そうした進歩する分野において、実は支配は、役に立ちません。 

 

あらゆるもの、なかでもとりわけ経済は、建設と収奪によってしか富を生むことができませ

ん。 

収奪は支配によって可能です。 

けれど建設は、底力がなければ、新しい価値を生むことはできません。 

つまり、製品をいくら押さえても、底力そのものがなければ、いずれ衰退してしまうのです。 

 

要するに最後に勝つのは、その国の真実の歴史伝統文化であり、人々の誠意です。 

陽はまた昇るのです。 

 

 

※この記事は２０１５年８月のねずブロ記事のリニューアルです。 

日本をかっこよく！ 

お読みいただき、ありがとうございました。 


